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8. ໰୊ͷจதͷ ΞΠ , ΢ ͳͲʹ͸, ಛʹ͕ࣔࢦͳ͍ݶΓ, ෛͷූ߸ (−)·ͨ͸਺ࣈ (0∼ 9)͕

ೖΓ·͢. Ξ, Π, ΢ͷҰͭҰͭ͸, ͜ΕΒͷ͍ͣΕ͔ҰͭʹରԠ͠·͢. ͦΕΒΛղ౴༻ࢴͷΞ, Π, ΢

ͷͰࣔ͞Εͨղ౴ཝʹϚʔΫͯ͠౴͑Δ͜ͱ.

ྫ ΞΠ΢ ʹ −83ͱ౴͍͑ͨͱ͖

ΤΦΧ ʹ 256ͱ౴͍͑ͨͱ͖

9. ղ౴͸ղ౴ཝͷܗͰ౴͑Δ͜ͱ.

ྫ͑͹, ղ౴͕
2

5
ͷͱ͖, ղ౴ཝ͕ Ω . Ϋ ͳΒ͹ 0.4ͱͯ͠౴͑Δ͜ͱ.

10. ෼਺ͷ౴͑͸, ͦΕҎ্໿෼Ͱ͖ͳ͍ܗͰ౴͑Δ͜ͱ. ྫ͑͹,
2

3
Λ

4

6
ͱ౴͑ͯ΋ਖ਼ղʹͳΓ·ͤΜ.

11. ෼਺ͷܗͷ౴͑ʹෛͷූ߸͕ͭ͘৔߹͸, ෼ࢠʹ͚ͭ, ෼฼ʹ͚ͭͯ͸͍͚·ͤΜ.

ྫ͑͹,
έί

α
ʹ, −3

4
ͱ౴͍͑ͨͱ͖͸,

−3

4
ͱͯ͠౴͑Δ͜ͱ.

12. ࠜ߸ΛؚΉܗͰղ౴͢Δ৔߹, ࠜ߸ͷதʹݱΕΔࣗવ਺͕࠷খͱͳΔܗͰ౴͑Δ͜ͱ.

ྫ͑͹, γ
√

ε ʹ 4
√
2ͱ౴͑Δͱ͜ΖΛ, 2

√
8ͷΑ͏ʹ౴͑ͯ΋ਖ਼ղʹ͸ͳΓ·ͤΜ.



1 次の各問いに答えなさい。
(1) −42 ÷ 6

5
− (−6)2 × 2

9
の値は アイウ

エ である。

(2) 2次方程式 x2 − 3x+ a = 0の解の 1つが 6のとき，aの値は オカキ であり，もう 1つの解
は クケ である。

(3) 2つの関数 y = 3x+2と y = ax2 について，xが 2から 5まで増加するときの変化の割合が等し
いとき，a =

コ
サ である。

(4) 下の図の様に y 軸上に点 Aを，関数 y = ax2 のグラフ上に点 B，Cを△ABCが面積 4
√
3の正

三角形となるようにとる。点 B，Cの y 座標が 4のとき，a = シ である。

(5) 箱の中に赤色の玉が 3つ，青色の玉が 2つ，黄色の玉が 1つ入っている。この中から 2つの玉を
を取り出すとき，2つとも青色の玉を取り出す確率は ス

セソ である。ただし，一度取り出した
玉は箱の中には戻さず，どの玉を取り出す確率も同様に確からしいものとする。
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(6) あるクラスにおいて，各生徒の 1 週間での勉強時間を度数分布表に表すと下のようになった。
このとき，勉強時間の中央値は タチ 時間である。また，勉強時間の平均値は ツ 時間
テト 分である。

勉強時間 (時間) 度数 (人)

7 2

8 4

9 9

10 15

11 7

12 3

(7) 下の図の台形 ABCD において，AD = 6 cm, DC = 8 cm，∠BAD = 60◦ とする。このとき，
台形 ABCDを直線 Lを軸に 1回転させて作られる立体の体積は ナニヌ √ ネ πcm3 で
ある。
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(8) 下の図のように，円 O の円周上に 5 点 A，B，C，D，E をとる。線分 AD は円 O の直径であ
り，⌢BD = 3

⌢
CE，⌢DE = 2

⌢
CE である。また，線分 BC と線分 AD の交点を点 F とする。ここで，

∠BAC = 72◦ のとき， ∠BFD = ノハ ◦ である。
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2 容器 Aには濃度 12 %の食塩水が，容器 Bには濃度 a %の食塩水が入っている。それぞれの容器に
は十分な量の食塩水が入っているものとする。このとき，各問いに答えなさい。ただし，濃度は質量パー
セント濃度を指す。

(1) 容器 Aから食塩水を 50 g，容器 Bから食塩水を 30 g取り出し，空の容器 Cに入れてよくかき混ぜ
た。完成した食塩水の濃度が 9 %のとき，a = ア %である。

(2) (1)のとき，容器 Aと容器 Bから合計で 150 g食塩水を取り出し，空の容器 Dに入れてよくかき混
ぜた。完成した食塩水の濃度が 6 %のとき，容器 Aから イウ . エ g取り出した。

(3) (1)で用いた容器 Cから食塩水を x g取り出し，同量の水を容器 Cに足してよくかき混ぜた。取り
出した食塩水は，(2)で用いた容器 Dに入れてよくかき混ぜた。容器 Cの食塩水の濃度を xを用いて
表すと オカキ − ク x

ケコ %である。

(4) (3)のとき，容器 Dの食塩水の濃度が容器 Cの食塩水の濃度の 2倍となった。このとき，
x = サシ である。
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3 下の図のような規則性に従って，白と黒の碁石を並べていく。このとき，各問いに答えなさい。

(1) 7番目の図形での白と黒の碁石の数の合計は アイ 個である。

(2) 白と黒の碁石の数の合計が 66個となるのは ウエ 番目の図形である。

(3) nを自然数とするとき， n番目の図形での白と黒の碁石の数の合計を nを用いて表すと
n
オ

+ n

カ である。

(4) mを自然数とするとき，2m番目の図形での黒石の数をmを用いて表すと m
キ

+mである。

(5) 白と黒の碁石の数の合計が 210個のとき，その中で黒の碁石の数は クケコ 個である。
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4 下の図のように，直線と放物線 y = x2 が 2点 A，Bで交わっている。また，直線と y 軸との交点を
点 Pとする。このとき，各問いに答えよ。

(1) 直線の方程式を y = x + 6 とするとき，点 A の座標は ( ア ， イ )，点 B の座標は
( ウエ ， オ )である。

(2) (1)のとき，△OABの面積は カキ である。

(3) 直線の方程式を y = kx + 6(k は正の数)とし，直線と x軸との交点を点 Cとする。△OCPの面積
Sと△OABの面積 Tの面積比が S : T = 2 : 3のとき，k = ク である。

(4) 直線の方程式を y = x+m(mは正の数)とし，点 Oを通り△OABの面積を二等分する直線を引く。
この直線の方程式が y = 8xのとき，m =

ケ
コ である。
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